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司
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「
＋
主
の
平
和
」
と
い
う
挨
拶
で
メ
ー
ル

や
手
紙
な
ど
を
書
き
始
め
る
信
者
が
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
「
主
の
平
和
の

う
ち
に
」
と
メ
ー
ル
の
最
後
に
つ
け
ま
す
。

そ
れ
は
単
な
る
挨
拶
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ご
存
知
の
よ
う
に
、
十
一
月
二
十
三
～

二
十
六
日
、
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

は
日
本
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
教
皇

の
訪
日
は
三
十
八
年
ぶ
り
で
、
長
崎
・
広
島

を
訪
れ
、
東
京
で
天
皇
陛
下
と
会
見
、
安
倍

首
相
と
の
会
談
、
東
京
ド
ー
ム
で
の
ミ
サ

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
彼
は
広
島
の
平
和

記
念
公
園
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
わ
た
し
は
平
和
の
巡
礼
者
と
し
て
、
こ

の
場
所
を
訪
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
激
し
い
暴
力
の
犠
牲
と

な
っ
た
罪
の
な
い
人
々
を
思
い
出
し
、
現

代
社
会
の
人
々
の
願
い
と
望
み
を
胸
に
し

つ
つ
、
じ
っ
と
祈
る
た
め
で
す
。
と
く
に
、

平
和
を
望
み
、
平
和
の
た
め
に
働
き
、
平
和

の
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
に
す
る
若
者
た
ち

の
願
い
と
望
み
で
す
。 

わ
た
し
は
記
憶
と
未
来
に
あ
ふ
れ
る
こ

の
場
所
に
、
貧
し
い
人
た
ち
の
叫
び
も
携

え
て
参
り
ま
し
た
。
貧
し
い
人
々
は
い
つ

の
時
代
も
、
憎
し
み
と
対
立
の
無
防
備
な

犠
牲
者
だ
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
つ
つ
し

ん
で
、
声
を
発
し
て
も
耳
を
貸
し
て
も
ら

え
な
い
人
々
の
声
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
代
社
会
が
直
面
す
る
増
大
し
た
緊

張
状
態
を
、
不
安
と
苦
悩
を
抱
え
て
見
つ

め 
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†
主
の
平
和
！ 

 創立５０周年 

ル
カ
の
福
音
書
に
は
イ
エ
ス
の
降
誕
に

あ
た
っ
て
次
の
よ
う
に
書
き
記
さ
れ
て
い

ま
す
。「
す
る
と
、
突
然
、
こ
の
天
使
に
天

の
大
軍
が
加
わ
り
、
神
を
賛
美
し
て
言
っ

た
。『
い
と
高
き
と
こ
ろ
に
は
栄
光
、
神
に

あ
れ
、
地
に
は
平
和
、
御
心
に
適
う
人
に
あ

れ
』」（
ル
カ
二
・
十
三
～
十
四
） 

イ
エ
ス
様
は
復
活
さ
れ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人

を
恐
れ
て
最
後
の
晩
さ
ん
の
家
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
弟
子
た
ち
に
次
の
よ
う
に
語
り

ま
し
た
。「
あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ
る
よ

う
に
」（
ヨ
ハ
ネ
二
十
・
十
九
） 

皆
様
、「
イ
エ
ス
の
平
和
」、
ま
た
は
「
ま

こ
と
の
平
和
」
っ
て
何
だ
ろ
う
か
と
、
自
ら

に
問
い
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

皆
様
、 
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来られた救い主に賛美！神に感謝！ 
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ザ
ビ
エ
ル
神
父
様
が
ミ
ラ
ノ
会
顧
問
就
任

で
高
幡
教
会
を
離
任
さ
れ
た
あ
と
、
七
月
か
ら

八
月
ま
で
は
門
間
直
輝
神
父
様
（
立
川
教
会
司

祭
）
が
小
教
区
管
理
者
に
就
任
さ
れ
、
教
会
屋

根
工
事
に
つ
い
て
、
教
会
前
の
橋
工
事
に
つ
い

て
、
程
久
保
五
丁
目
の
こ
と
に
つ
い
て
、
カ
ギ

の
管
理
を
は
じ
め
庶
務
的
な
こ
と
に
つ
い
て

な
ど
、
様
々
と
ご
指
導
を
い
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
、
九
月
一
日
に
私
達
信
徒
が
待
ち
わ

び
た
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ン
ル
ー
カ
神
父
様
が

高
幡
教
会
の
主
任
司
祭
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

府
中
教
会
の
協
力
司
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
わ

せ
早
速
、
多
忙
な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
た
矢

先
、
九
月
十
六
日
父
上
様
が
帰
天
さ
れ
、
三
週

間
ほ
ど
ミ
ラ
ノ
へ
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
は

加
藤
豊
神
父
様
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
レ
ン
ボ
神
父

様
、
井
上
武
神
父
様
の
司
式
ミ
サ
に
さ
ず
か
り

ま
し
た
。 

 

教
会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
で
九
月
十

五
日
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。「
蟻
の
街
の
マ
リ
ア
、

尊
者
エ
リ
ザ
ベ
ト
・
マ
リ
ア
北
原
怜
子
」
に
つ

い
て
ビ
デ
オ
と
今
井
湧
一
氏
の
講
演
。
十
月
二

十
日
に
は
調
久
美
子
氏
と
中
野
一
麻
氏
に
よ

る
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 

聖
堂
屋
根
の
水
漏
れ
防
止
の
た
め
、
九
月
中

に
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
程
久
保
五 

 

信
徒
会
だ
よ
り 信

徒
会
委
員
長 

 

丁
目
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
協
議
会

が
九
月
十
二
日
に
発
足
し
、
信
徒
会
委
員
長
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
会
手
前
に
か

か
る
小
橋
の
保
守
工
事
が
十
一
月
五
日
よ
り

始
ま
り
、
十
二
月
十
七
日
に
完
成
し
ま
し
た
。 

 

以
下
、
主
な
内
容
で
す
。 

一
．
八
月
十
一
日 

平
和
旬
間
（
八
王
子
教
会

に
て
） 

二
．
八
月
十
五
日 

被
昇
天
ミ
サ
（
井
上
武
神

父
様
、
門
間
直
輝
神
父
様
） 

三
．
九
月
五
日 

聖
堂
屋
根
工
事
始
ま
り
、
九

月
中
に
終
了 

四
．
九
月
八
日 

敬
老
の
ミ
サ
・
ル
ー
カ
神
父

様
歓
迎
会
・
信
徒
委
員
会 

五
．
九
月
二
十
～
二
十
一
日 

中
高
生
会
秋
の

錬
成
会
（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
東
京
修
道
院
に

て
） 

六
．
九
月
二
十
九
日 

多
摩
西
宣
教
協
力
体
打

合
せ
（
八
王
子
教
会
） 

七
．
十
月
六
日 

信
徒
連
絡
会 

八
．
十
月
二
十
日 

秋
ま
つ
り
開
催 

九
．
十
一
月
二
日 

入
門
講
座
が
始
ま
る 

十
．
十
一
月
三
日 

死
者
の
日
追
悼
ミ
サ 

十
一
．
十
一
月
五
日 

教
会
入
り
口
前
の
橋
の

工
事
が
始
ま
る 

十
二
．
十
一
月
十
日 

七
五
三
お
祝
い
の
ミ
サ 

十
三
．
十
一
月
十
七
日 

大
掃
除
・
ミ
サ
後 

拡

大
委
員
会 

 

姉
妹
教
会
交
流
会
打
合
せ
（
永

山
教
会
） 

十
四
．
十
二
月
一
日 

黙
想
会
・
ゆ
る
し
の
秘

跡
（
ジ
ャ
ネ
シ
ン
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
神
父
様
、

飯
田
徹
神
父
様
） 

十
五
．
十
二
月
九
日 

無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア
の

ミ
サ 

め
る
人
々
の
声
で
す
。
そ
れ
は
、
人
類
の
共

生
を
脅
か
す
受
け
入
れ
が
た
い
不
平
等
と

不
正
義
、
わ
た
し
た
ち
の
共
通
の
家
を
世

話
す
る
能
力
の
著
し
い
欠
如
、
ま
た
、
あ
た

か
も
そ
れ
で
未
来
の
平
和
が
保
障
さ
れ
る

か
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
、
継
続
的
あ
る
い

は
突
発
的
な
武
力
行
使
な
ど
に
対
す
る
声

で
す
。」 

「
神
に
向
か
い
、
す
べ
て
の
善
意
の
人
に

向
か
い
、
一
つ
の
願
い
と
し
て
、
原
爆
と
核

実
験
と
あ
ら
ゆ
る
紛
争
の
す
べ
て
の
犠
牲

者
の
名
に
よ
っ
て
、
心
か
ら
声
を
合
わ
せ

て
叫
び
ま
し
ょ
う
。
戦
争
は
も
う
い
ら
な

い
！
兵
器
の
轟
音
は
も
う
い
ら
な
い
！
こ

ん
な
苦
し
み
は
も
う
い
ら
な
い
！
と
。
わ

た
し
た
ち
の
時
代
に
、
わ
た
し
た
ち
の
い

る
こ
の
世
界
に
、
平
和
が
来
ま
す
よ
う
に
。

神
よ
、
あ
な
た
は
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
「
い
つ
く
し
み
と
ま
こ
と
は
出
会

い
、
正
義
と
平
和
は
口
づ
け
し
、
ま
こ
と
は

地
か
ら
萌
え
い
で
、
正
義
は
天
か
ら
注
が

れ
ま
す
」（
詩
編
八
十
五
・
十
一
～
十
二
） 

「
主
よ
、
急
い
で
来
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し

た
ち
を
あ
な
た
の
平
和
の
道
具
、
あ
な
た

の
平
和
を
響
か
せ
る
も
の
と
し
て
く
だ
さ

い
！
」 

 

皆
様
の
一
人
ひ
と
り
に
、
主
の
平
和
、
ま

こ
と
の
平
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か

ら
祈
り
求
め
て
い
ま
す
。
メ
リ
ー
ク
リ
ス

マ
ス
、
そ
し
て
良
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。
† 
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待
降
節
第
一
主
日
の
十
二
月
一
日
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
の
ジ
ャ
ネ
シ
ン
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
神

父
様
を
お
招
き
し
て
、
黙
想
会
と
共
同
回
心
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゆ
る
し
の
秘
跡
、
ジ

ャ
ネ
シ
ン
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
神
父
様
司
式
の
ミ

サ
、
講
話
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
共
同
回
心

式
に
は
今
年
も
サ
レ
ジ
オ
会
の
飯
田
徹
神
父

様
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
神
様
は
私
た
ち
に
手
を
差
し
伸
べ
て
新
し

く
し
て
く
だ
さ
る
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
講

話
は
、
最
初
に
「
世
界
の
平
和
の
中
で
共
に
生

き
る
た
め
の
祈
り
」
を
捧
げ
て
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

九
月
十
五
日
九
時
ミ
サ
後
に
教
会
創
立
五
十
周
年
記

念
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
カ
ト
リ
ッ
ク
市

川
教
会
の
信
徒
で
あ
る
今
井
湧
一
氏
で
、
映
像
を
交
え
て

講
演
し
ま
し
た
。
北
原
怜
子
さ
ん
は
二
０
一
五
年
に
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
そ
の
生
涯
が
「
英
雄
的
・
福
音
的
な

生
き
方
で
あ
っ
た
」
こ
と
が
公
認
さ
れ
「
尊
者
」
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修

道
会
が
主
導
し
列
福
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
井

湧
一
氏
の
原
稿
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

  

北
原
怜
子
さ
ん
の
話 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

今
井
湧
一 

 

北
原
怜
子
さ
ん
は
、
二
十
歳
（
一
九
四
九
年
）
の
時

に
薬
剤
師
免
許
、
高
校
科
学
教
員
免
許
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
頃
妹
が
光
塩
女
子
学
院
初
等
科
に
入
学
し
待

ち
時
間
に
ピ
ア
ノ
を
習
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
メ
ル

セ
ス
会
修
道
院
に
出
入
り
し
、
会
の
精
神
で
あ
る
「
友

の
た
め
に
命
を
す
て
る
こ
と
、
こ
れ
以
上
の
愛
は
な

い
」
こ
の
事
に
感
動
し
、
洗
礼
を
う
け
ま
し
た
。
そ
の

年
に
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
ゼ

ノ
・
ゼ
ブ
ロ
ス
キ
ー
修
道
士
と
会
い
、
蟻
の
街
を
は
じ

め
て
訪
問
し
、
蟻
の
街
の
子
供
た
ち
の
現
状
を
知
り
ま

し
た
。 

蟻
の
町
と
は
、
台
東
区
隅
田
公
園
言
問
橋
の
一
角
に

六
百
坪
の
バ
タ
屋
「
廃
品
回
収
業
」
の
共
同
体
で
す
。 

「
待
降
節
は
、
救
い
主
を
待
っ
て
い
る
私
た
ち

に
神
様
が
手
を
差
し
伸
べ
て
新
し
く
す
る
た

め
の
大
切
な
時
期
で
す
」
と
話
し
、「
世
に
来
ら

れ
る
救
い
主
を
待
ち
な
が
ら
助
け
が
必
要
な

人
を
助
け
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

待
降
節
を
迎
え
て
よ
い
準
備
が
で
き
た
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

蟻
の
街
の
マ
リ
ア
・
尊
者 

エ
リ
ザ
ベ
ト
・
マ
リ
ア
北
原
怜
子 

 

創
立
五
十
周
年
の
記
念
セ
ミ
ナ
ー 
二
０
一
九
年
の
待
降
節 

黙
想
会
・
共
同
回
心
式 

 

七
五
三
お
め
で
と
う 

 

 

十
一
月
十
日
の
九
時
三
十
分
の
ミ
サ
中

で
の
七
五
三
の
お
祝
い
の
祝
福
が
ル
カ
神

父
様
か
ら
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講話中のジャネシン・クラウディオ神父様 
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＜編集後記＞ 

ルカ神父様も教皇の講話にふれていました
が、東日本大震災被災者の集いでは、技術の
進歩を人間の進歩の尺度と考え勝ちだが、立
ち止まり、じっくり考え、振り返ってみるこ
とが大切、私たちは何者なのかと。(Ａ) 

信徒会消息  

☆教会行事（１２月２９日～１月２６日） 

・12 月 29 日  

・01 月 01 日 

 

・11 月 15 日 

・11 月 12 日 

 

・ 1 月 19 日 

・ 1 月 26 日 

 

運
営
の
中
心
三
人
中
の
一
人
が
北
原
怜
子
さ

ん
で
し
た
。 

浅
草
教
会
の
ミ
サ
の
中
で
千
葉
神
父
様
が

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
話
を
さ
れ
て
、
そ
の

こ
と
を
子
供
達
と
話
し
合
い
赤
い
羽
根
共
同

募
金
に
参
加
し
ま
し
た
。
怜
子
さ
ん
自
身
も

今
ま
で
以
上
に
先
頭
に
立
っ
て
ご
み
箱
に
手

を
肘
ま
で
突
っ
込
み
収
集
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
が
新
聞
紙
上
に
「
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
信

心
が
怜
子
の
人
生
の
支
え
で
あ
り
、
子
供
達

に
教
え
る
祈
り
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
困
っ
た
事
態
が
起
き
る
た
び
に

子
供
達
を
聖
堂
に
連
れ
て
行
き
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
を
捧
げ
る"

蟻
の
街
の
マ
リ
ア
」
と
記
載

さ
れ
ま
し
た
。 

一
九
六
０
年
、
蟻
の
街
が
深
川
八
号
埋
立

地
（
現
潮
見
教
会
）
に
移
転
し
、
カ
ト
リ
ッ

ク
枝
川
教
会
と
名
付
け
ら
れ
、
通
称
は
蟻
の

街
教
会
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

一
九
七
七
年
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ル
イ
神

父
様
が
着
任
さ
れ
、
地
域
の
人
達
と
共
に
指

紋
押
捺
拒
否
運
動
を
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 一

九
八
０
年
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
に
よ
る
女

子
修
道
院
「
神
の
愛
の
宣
教
者
の
会
」
の
日

本
支
部
が
置
か
れ
、
以
来
路
上
生
活
者
の
為

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

一
九
八
六
年
、
新
聖
堂
献
堂
式
が
あ
り
、

名
称
も
潮
見
教
会
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
外

側
志
津
子
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
り
、
北
原

さ
ん
の
事
を
後
世
に
残
し
た
い
の
で
一
緒
に

運
動
を
続
け
ま
し
ょ
う
と
約
束
い
た
し
ま
し

た
。
外
側
さ
ん
は
北
原
さ
ん
と
ア
リ
の
街
で

最
後
の
六
年
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
れ
た
方
で 

  

  

聖家族 

神の母マリア 

元旦ミサ(11：00 時 1 回) 

主の公現 

主の洗礼 

成人のお祝い（09：30 ミサ） 

年間第 2 主日 

年間第 3 主日 

 

◆高幡教会のミサ時間◆ 

 

・日曜日＝０９：３０（第２、４） 

１１：３０（第１，３，５） 

・土曜日＝１６：３０（毎週） 

・平日＝火曜日１８：００、金曜日１０：００、 

木曜日０７：００(メルセス会修道院) 

・初土＝第１土曜日１１：００(ご病気の方・ 

看病・介護をしている方のために祈るミサ) 

 

◆入門講座◆ 神父様に確認願います。 

 

◆勉強会◆ 

・第１金曜日と第３金曜日の１０時ミサ後 
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す
。
唯
一
の
生
き
証
人
で
す
。
現
在
静
岡
で
社

会
福
祉
活
動
を
さ
れ
て
い
て
八
十
四
歳
で
す
。

静
岡
で
は
い
ろ
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
て
県

か
ら
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
十
九
年
に
は
藍
綬
厚
生
保
護
功

績
で
叙
勲
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
叙
勲
新

聞
に
は
大
き
く
「
蟻
の
町
の
マ
リ
ア
」
と
の
で

あ
い
が
転
機
と
し
て
北
原
さ
ん
の
写
真
と
ご

自
分
の
活
動
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

上
野
浅
草
の
有
志
の
方
々
が
ゼ
ノ
修
道
士
・

北
原
怜
子
さ
ん
の
事
を
後
世
に
の
こ
そ
う
と

し
て
三
年
前
か
ら
写
真
展
を
開
催
し
た
り
蟻

の
町
の
マ
リ
ア
の
公
演
を
し
た
り
し
て
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
大
使
館
・
ロ
ー
マ
法
王
庁
の
大
使
を
お

招
き
し
た
り
し
て
積
極
的
に
動
い
て
い
ま
す
。

私
も
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。 

蟻
の
街
は
一
人
一
人
が
蟻
の
よ
う
に
力
を

出
し
合
い
、
助
け
合
い
共
同
生
活
を
し
て
き
た

共
同
体
の
姿
で
す
。
修
道
会
、
教
区
に
頼
ら
ず

自
分
た
ち
で
創
っ
た
他
に
類
の
な
い
唯
一
の

教
会
で
す
。
初
代
教
会
の
姿
を
思
い
う
か
べ
ま

す
。 高

幡
教
会
創
立
五
十
周
年
の
記
念
ポ
ス
タ

ー
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
私
た
ち
は
生
き
た
石

で
あ
る
。
そ
の
た
め
イ
エ
ス
の
愛
に
と
ど
ま
り

ま
し
ょ
う
」
共
同
体
の
あ
り
か
た
が
信
者
の
姿

で
あ
り
、
愛
に
包
ま
れ
た
共
同
体
の
姿
で
す
。

ま
さ
に
北
原
さ
ん
と
蟻
の
街
の
人
達
と
築
い

た
教
会
だ
と
思
い
ま
す
。
私
達
も
困
難
に
直
面

し
た
時
に
は
北
原
怜
子
さ
ん
が
マ
リ
ア
様
に

寄
り
す
が
っ
た
よ
う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。 

本
日
は
私
の
纏
ま
り
の
な
い
つ
た
な
い
話

を
お
聞
き
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 


